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はじめに ― YNU UI戦略策定のねらい

横浜国立大学は、YNUを国際的なブランドとして育てます

横浜国立大学は、文明開化が発祥した国際港湾都市、横浜において1949年に創立しました。

以来2009年に60周年を迎えました。

この間、先進的な教育力と研究力を活かし、優秀な人材を多数輩出し、社会の負託に応えてきました。

また最近は、海外の大学・研究機関と連携した国際学術交流も積極的に進め、

国際的学術の拠点形成という目標に向けて多くの成果を上げてきました。

しかし、一方、少子化による18歳人口の減少、大学への進学率の上昇によるユニバーサル化時代の到来、

グローバル化と国際標準化の進展など、大学を取り巻く状況は、大きく変化し、一段と厳しさを増してきています。

また、2003年には「国立大学法人法」が制定され、国立大学の法人化を契機に、

各大学とも根本的な構造改革が迫られています。

これは、大学が淘汰の時代を迎え、自ら競争的環境のなかで改革を遂行していかなければならないことを意味しています。

このような状況のなかで、横浜国立大学は、現状に甘えることなく、改めてその存在意義と役割を再確認し、

長年培ってきたリソースを活かしながら、21世紀の知識基盤社会における実践的な「学術」の国際的拠点として、

さらなる発展をめざすことをYNU  Initiativeとして宣言しました。

この目標に向けて、YNUのアイデンティティをより鮮明にし、YNU のイメージを効率よく伝え、

一体となって行動するために、”YNU University Identity System”を制定しました。

これにより、学生、教職員が自らの大学に誇りを持ち続け、YNU Initiative 意識を共有し、

世界中どこからも見える卓越した実践的学術の拠点YNUを、

世界に開かれた信頼と可能性あふれる魅力ある大学としてアピールしていきます。

UI （University Identity）とは、YNUらしさを創り育てる計画的な活動です。

YNU University Identity System／Introduction

2010年7月策定



YNU University Identity System／Introduction

YNUのめざすUI戦略

 YNUのUI活動は、YNUとは何か、YNUとは何のために存在しているのかという存在意義や特長を問い直し、

自らを積極的に定義していくことにほかなりません。

そして、「YNUとはこれからどうありたいのか」という理念を自ら創造し、

それらを体現するメッセージやシンボルを統一的に使って、YNUの新しいブランドイメージを創造し、

確立していく活動です。

YNU University Identityは、マインド（Mind）、行動（Behavior）、ビジュアル（Visual）を通して表現され、伝達されます。

VI（Visual  Identity）は、行動規範やマインドに結実して生きたIdentityとなります。

VIに込めたYNUのこころを内部関係者が自覚して自らのものにし、

また部署を越えて共創し、共有していくことが成否の決め手になります。

この活動にとって、スタッフのマインド・アイデンティティの共有がもっとも重要な役割を担います。

マインドが行動規範となって教育・研究活動の質を高め、そして学生や社会の共感を獲得するために、

YNUは自らのUI戦略に常に立ち返り、また常にUI戦略からスタートします。

スタッフのマインド・アイデンティティ共創が基本

YNU University Identityの全体像



YNU University Identity System／Introduction

YNU UIシステムの全体像

YNU UI System

VIは、UIの顔かたちにすぎません。

横浜国立大学の考えるUIは、マークやロゴを視覚的に統一する単なるVIとは大きく異なります。

横浜国大ならではの「らしさ」は、ビジュアルなデザインだけで創出できるものではありません。

長い時間、多くの人力を傾けた教育・研究の実践的活動と、それによって育まれ、

世界で活躍する「人材」や世界で活用される「知財」こそが、YNUのIdentityを形作る基本的な要素です。

本学が世界に輩出する人材や知財こそが、YNUらしさを最も強力に表現します。

そして世界が期待する優秀な人材の育成は、先見性のあるドメイン戦略、先進の教育環境、卓越した教育システム、

さらに有能な教職員スタッフを1つのベクトルとして融合することにより、はじめて可能となります。

横浜国立大学では、UI戦略システムはこの融合から生まれる一貫した戦略と位置付け、

日々の教育・研究活動にYNUのマインドを注入していく思想と実践がUI戦略の基本であると考えています。 

VIはこのUI戦略を、視覚的に効率よく伝えるために組み立てられたシステムです。

すべてを教育・研究活動のために。すべてを世界に向けて



YNU University Identity System／ Notes on Guideline

本ガイドライン使用上の留意点

お問い合せ及び使用お申し込み先：

ガイドラインの作成方針ーシンボルを使用する際のガイド役（指針）として

“YNU University Identity System”は、横浜国立大学の公的なすべての制作（製作）物に使用されます。

本ガイドラインは、横浜国立大学（YNU）のマークやロゴなどを使用する大学教職員、

および制作にかかわる協力者のためにYNUのUI戦略の基本的な考え方と、

VI戦略の具体的なルールについて簡潔にまとめたものです。

使用にあたっては、本ガイドラインの使用規定を遵守してください。

本ガイドラインは、簡易版であり、詳しくはウェブサイトで提供します。

ウェブサイト内には、Web用のデータ（jpeg、tiff）と印刷用データ（ai）の両方が用意されています。

各データは、広報担当ウェブサイトの教職員限定ページからダウンロードが可能です。

広報担当ウェブサイト（https://koho.ynu.ac.jp/gakunai/ynu-pr/index.php）

各データの利用申請は下記までお申し込みください。

本ガイドラインおよび 各データについて、ご要望、ご不明な点等がありましたら、

総務企画部 リレーション推進課までお気軽にご連絡ください。

国立大学法人横浜国立大学  総務企画部 リレーション推進課

〒240-8501  神奈川県横浜市保土ケ谷区常盤台79-1

TEL： 045-339-3027　FAX： 045-339-3034

E-mail： press＠ynu.ac.jp



Visual Identity  Basic Manual

YNU University Identity System 
Guideline

 YNU ユニバーシティ・アイデンティティ 
ガイドライン

ビジュアル・アイデンティティ  基本編

YNUは、横浜国立大学の国際的ブランドです。

横浜国立大学のUI戦略を、ビジュアルで効率よく伝えるために構築したのが、

YNU VIシステムです。

本基本編は、ロゴ、シンボルマーク、シンボルカラー、スローガンなどの

基礎的なデザイン要素とその組み合わせパターンについてまとめています。

これらの要素をルールに則して、統一的、継続的に使用していくことにより、

教職員・学生のユニバーシティ・アイデンティティ意識を高め、

世界に向けたグローバルなコミュニケーション活動をさらに発展させます。



大学名称

公式略称

法人名称

■和文

大学名称 YOKOHAMA National University

略称

法人名称
National University Corporation
YOKOHAMA National University

YNU

■欧文

大学の名称A-01 Name & Abbreviation

 YNU University Identity System / VI Basic Manual : Name & Abbreviation

横浜国立大学は、これまでさまざまな略称で呼ばれてきました。公式な名称および略称を以下のように定めます。

YNUは横浜国立大学の国際化推進をシンボリックに表現する正式な世界略称です。

YNUを世界の信頼と期待が集まるブランドとして展開していくことが、横浜国大のUI戦略のねらいです。

※呼称として「横国」も使用可です。

※アルファベットによる欧文略称はYNUに限ります。

※YOKOHAMAはオールキャップ表記に統一します。



A-02 YNU Logo

※再現にあたっては、Web データを使用してください。

  YNU University Identity System / VI Basic Manual : YNU Logo

YNUロゴ

世界から期待されるYNUブランドを育てます

横浜国立大学（YOKOHAMA National University）は、最近海外ではYNUの略称で呼ばれています。

本学は、地球規模の研究・教育を積極的に推進していくグローバルな学術の拠点大学として、

「YNU」を公式なロゴマークとして制定しました。

今後ともなお一層世界から信頼と期待を集める「YNU」ブランドを育てるために、

研究、教育そして経営を改革していきます。

グローバルな学術の交流・共創拠点である横浜を強調するために、

Yの字に未来への飛躍、世界への飛翔を表すYNUのシンボルカラーを配しています。

※YNUロゴは横浜国大の国際化戦略のもとに、グローバルなブランドとして世界に普及していきます。

※文中におけるYNUについては、ロゴマークを使用しません。（一般的な書体で表記します）



YNUスローガンA-03 YNU Slogan

※再現にあたっては、Web データを使用してください。

キーワードは、“Global Arts & Sciences”

21世紀の地球的規模の課題解決にむけて、横浜国立大学は、「グローバルな学術」の興隆をめざします。

それは、”Global Arts & Sciences”。 知的科学とその応用技術を本学は「学術」と総称します。

本学は地球社会の知的基盤となる実践的な「知のわざ」の復興をミッションとして掲げます。

このスローガンは、YNUが人文、社会、自然科学の学際的な教育と研究において、

地球規模の学術交流、知識情報の発信、共同研究の推進を強め、

なお一層国際的な信頼と共感を獲得していこうとする決意を表現しています。

横浜から世界に、地球社会の持続的進化のための新たなパラダイム”Global Arts & Sciences”を提案し、

自ら「グローバルな学術」の共創に参画する豊かな「グローバル・マインド」と

科学的な知性を兼ね備えた創造的な人材を育成します。

自由で開放的な学術的風土を育む横浜常盤台キャンパス。丘は山に至る小高い高台を意味します。

本学はつねに発展途上であることを自覚する挑戦者として、世界を見つめ、学術の高みを究めるべく、

不断の努力をつづけます。

世界水準の知的文化を共創する大学へ。YNUは、グローバルな学術の国際的拠点としてさらに進化していきます。　

※横浜国大のスローガンは、欧文を基本とします。和文単独での使用はしません。

 和文は欧文との一体的な表現とし、バランスよく配置してください。（基本編A-07も参照）

スローガン（欧文）

スローガン（欧文＋和文）

 YNU University Identity System / VI Basic Manual : YNU Slogan



A-04 YNU SymbolYNUシンボルマーク

青い空を自由に、力強く羽ばたくカモメを形象化

学内公募により、2007年7月に横浜国立大学のシンボルマークとして制定されました。 

横浜で生まれ育った横浜国立大学は、「実践性」、「先進性」、「開放性」、「国際性」を

建学以来培われた教育方針として掲げ、常に自由な学風を誇りとしてきました。

そして、2023年、将来に向けて一人一人が豊かにその力を発揮し、本学がさらに発展すべく、

「多様性」の精神を追加しました。

青い空を自由に、力強く羽ばたくカモメは、地球の豊かな自然環境を愛しみ、未来に向かって大きく、

力強く飛翔する横浜国立大学の自由な学びの精神を表しています。

YNU University Identity System / VI Basic Manual : YNU Symbol



学章A-05 YNU Emblem

歴史ある学章の由来

昭和24年に行われた学内募集において、職員が提案した図案を採用しました。

「大学」という字がデザインされた当時の帽章を中央におき、

地を静海波にして周囲を角切（すみきり）の四角に形取りしたデザイン。

静海波は、旧高工時代に用いられた徽章（きしょう）にデザインされている波にも通じています。

 YNU University Identity System / VI Basic Manual : YNU Emblem



DIC 641

C:100  M:60
R:0  G:91 B:172

Y N Uブ ル ー

A-06 YNU Color

教 育 学 部 ・ 教 育 学 研 究 科
DIC 2547 C:24  M:92  Y:32

R:194  G:46  B:107

経 済 学 部
DIC 282

C:85  Y:38
R:0  G:170  B:174

経 営 学 部
DIC 242

理 工 学 部
DIC 135

都市イノベーション学府・研究院
DIC 435 M:60

R:255 G:117 B:195

先 進 実 践 学 環
DIC584

先 端 科 学 高 等 研 究 院
DIC 198 C:95 M:4 Y:20 K:20

R:13 G:134 B:124

総合学術高等研究院
DIC 217

C:94  M:6  Y:80
R:0  G:153  B:81

環 境 情 報 学 府 ・ 研 究 院
DIC 2564

理 工 学 府 ・ 研 究 院
DIC 181

都 市 科 学 部
DIC 2211 C:8  M:67  Y:100 

R:226  G:113  B:2

国 際 社 会 科 学 研 究 科
DIC 202

YNUカラー

スクールカラーを「YNUブルー」として制定します

横浜国立大学は、長い間伝統的にブルーを基調としたスクールカラーを使用してきました。

このブルーを大切にしながら、横浜から世界への広がりを知的に深く感じさせる

ロイヤルブルーを全学のスクールカラーとします。

またこれを機に、各学部等のシンボルカラーを設け、よりパフォーマンスを高めます。

YNUブルーとマッチし、学部間の明確な差別化を図るため色相を規定しています。

学部カラーは、YNUブルーよりも少し落ち着いた色群の中から使用します。

これらディープトーンの色群は、比較的落ち着いた印象をもたらし、

信頼性の高い大学であることを感じさせるトーンであり、YNUブルーを引き立てる色群でもあります。

学部・部局カラー

プロセスカラー（CMYK）
web用カラー（RGB）

C:60  M:8  Y:100
R:114  G:177  B:45

プロセスカラー（CMYK）
web用カラー（RGB）

C:25  M:42  Y:100
R:201  G:154  B:6

プロセスカラー（CMYK）
web用カラー（RGB）

C:93  M:29
R:0  G:133  B:206

プロセスカラー（CMYK）
web用カラー（RGB）

M:100  Y:100
R:230  B:18

プロセスカラー（CMYK）
web用カラー（RGB）

C:100  M:85  Y:48  K:20 
R:34  G:48  B:79

プロセスカラー（CMYK）
web用カラー（RGB）

C:23  M:39
R:197  G:156  B:255

プロセスカラー（CMYK）
web用カラー（RGB）

プロセスカラー（CMYK）
web用カラー（RGB）

プロセスカラー（CMYK）
web用カラー（RGB）

プロセスカラー（CMYK）
web用カラー（RGB）

プロセスカラー（CMYK）
web用カラー（RGB）

附 属 図 書 館
DIC 462 C:63  M:26  Y:25

R:101  G:158  B:178

全学教育研究施設
DIC 430C:58  M:67  Y:12

R:128  G:96  B:155
プロセスカラー（CMYK）
web用カラー（RGB）

プロセスカラー（CMYK）
web用カラー（RGB）

プロセスカラー（CMYK）
web用カラー（RGB）

プロセスカラー（CMYK）
web用カラー（RGB）

〈※web用カラー（RGB）は推奨〉

〈※web用カラー（RGB）は推奨〉

K:100
R:0 G:0 B:0

黒

白

プロセスカラー（CMYK）

web用カラー（RGB）

K:0
R:255 G:255 B:255

プロセスカラー（CMYK）

web用カラー（RGB）

YNU University Identity System / VI Basic Manual : YNU Color



組み合わせパターンA-07 Logo and Signature Combination

■  YNU ブルー＋黒 ver. 〈※基本はYNUブルー＋黒100％の2色表示〉 

※再現にあたっては、Webデータを使用してください。

組み合わせ基本パターン（ＹＮＵ＋和文＋欧文）

2. ＹＮＵ ＋ 和文／ヨコ組

3. ＹＮＵ ＋ 欧文／ヨコ組

4. ＹＮＵ ＋ 欧文二段／ヨコ組

5.ＹＮＵ ＋ 和文＋欧文

6.ＹＮＵ ＋ 和文／二段組

1. ＹＮＵロゴ

7-1.ＹＮＵ ＋ 欧文／二段組 7-2.ＹＮＵ ＋ 欧文／二段組

8. ＹＮＵ ＋ 和文／
タテ組

YNU University Identity System / VI Basic Manual : Logo and Signature Combination



13. ＹＮＵ＋シンボルマーク 14. ＹＮＵ＋欧文＋シンボルマーク12. シンボルマーク

15. ＹＮＵ ＋ 和文＋欧文 ／＋スローガン（欧文、和文）

16. ＹＮＵ ＋ 和文＋欧文 ／＋スローガン（欧文）

9. ＹＮＵ ＋ 和文＋ スローガン（欧文）

10. ＹＮＵ ＋ 欧文＋ スローガン（欧文）

11. ＹＮＵ ＋ 和文 ＋ 法人名

YNU University Identity System / VI Basic Manual : Logo and Signature Combination



■ 黒 ver. 
※再現にあたっては、Webデータを使用してください。

12. シンボルマーク 13. ＹＮＵ ＋  シンボルマーク 14. ＹＮＵ ＋ 欧文＋シンボルマーク

2. ＹＮＵ ＋ 和文／ヨコ組1. ＹＮＵロゴ

3.ＹＮＵ ＋ 欧文／ヨコ組

4.ＹＮＵ ＋ 欧文二段／ヨコ組 5.ＹＮＵ ＋ 和文＋欧文

6.ＹＮＵ ＋ 和文／二段組

9. ＹＮＵ ＋ 和文＋スローガン（欧文）

10. ＹＮＵ ＋ 欧文＋スローガン（欧文）

11. ＹＮＵ ＋ 和文＋法人名

7-1.ＹＮＵ ＋ 欧文／二段組 7-2.ＹＮＵ ＋ 欧文／二段組

15. ＹＮＵ ＋ 和文＋欧文 ／＋スローガン（欧文、和文） 16. ＹＮＵ ＋ 和文＋欧文 ／＋スローガン（欧文）

8. ＹＮＵ ＋ 和文／
タテ組

YNU University Identity System / VI Basic Manual : Logo and Signature Combination



※再現にあたっては、Webデータを使用してください。

12. シンボルマーク

■ YNUブルー ver.

YNU University Identity System / VI Basic Manual : Logo and Signature Combination

1.ＹＮＵロゴ 2.ＹＮＵ ＋ 和文／ヨコ組

3.ＹＮＵ ＋ 欧文／ヨコ組

4.ＹＮＵ ＋ 欧文二段／ヨコ組 5.ＹＮＵ ＋ 和文＋欧文

6.ＹＮＵ ＋ 和文／二段組 7-1.ＹＮＵ ＋ 欧文／二段組 7-2.ＹＮＵ ＋ 欧文／二段組

9. ＹＮＵ ＋ 和文＋スローガン（欧文）

10. ＹＮＵ ＋ 欧文＋スローガン（欧文）

11. ＹＮＵ ＋ 和文＋法人名

13. ＹＮＵ ＋  シンボルマーク 14. ＹＮＵ ＋ 欧文＋シンボルマーク

15. ＹＮＵ ＋ 和文＋欧文 ／＋スローガン（欧文、和文） 16. ＹＮＵ ＋ 和文＋欧文 ／＋スローガン（欧文）

8. ＹＮＵ ＋ 和文／
タテ組



スローガン表記例A-08 Slogan Usage

横浜国大のスローガンは、欧文を基本とします。和文単独での使用はしません。

和文は欧文との一体的な表現とし、バランスよく配置してください。

※再現にあたっては、Web データを使用してください。

1. スローガン（欧文）

2. スローガン（欧文2段）

3. スローガン（欧文＋和文）

4. スローガン（欧文＋和文／２段）

5. スローガン（欧文２段＋和文）

※読み方「イニシアティブ フォー グローバル アーツ アンド サイエンシズ」
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文字色１色時の表示例・ロゴの背景色の使用例A-09 Color Usage

※ロゴの背景／使用例

単色の場合、文字色はYNUブルーもしくは黒100％に限ります。

地色を使用する場合には、ロゴとの境がはっきりする背景色に限ります。

また、パターンや模様の入った背景や写真の上にロゴを配置するときは、はっきりと見やすいように注意します。

文字色：ＹＮＵブルー 文字色：黒100%

文字色：白 100%　※ロゴとの境がはっきりする背景に限る（下は一例）

写真の上にロゴを配置する場合
は、無地に近い部分が背景にく
るようにレイアウトします。ま
た、濃い色調の写真の場合、ロ
ゴを白1色にするとすっきり見
えます。

パターンや模様の入った背景にロ
ゴを配置するときには、はっきり
と見やすいように、なるべく無地
に近いスペースを使用します。ま
た、背景のパターンを薄くするな
どの工夫も有効です。
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A-10 Recommended font & Signature

経営学部 経営学科

経営学部 経営学科

■推奨書体とシグネチャー（学部等／和文表記時）

※使用例

経営学部 経営学部 経営学科

経営学部 経営学部 経営学科

経営学部 経営学科

経営学部 経営学科

※使用例

経営学部 経営学部 経営学科

経営学部 経営学部 経営学科

代替書体／Windows対応

推奨書体は、ロゴマークと組み合わせて表示する際に文字バランスを考慮して組まれたものです。

主に名刺や封筒など、オフィシャルな事務用品において表示する際に、

視覚的統一感を持たせるために選定された書体です。

推奨書体（和文・欧文）

A-OTF 新ゴ ファミリー

A-OTF リュウミン ファミリー

MSゴシック

M S 明 朝
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College of Business Administration Trade Gothic Bold

College of Business AdministrationSabon Bold

■推奨書体とシグネチャー（学部等／欧文表記時）

※使用例

College of Business Administration 

College of Business Administration 

College of Business AdministrationArial Narrow

College of Business AdministrationTimes New Roman

※使用例

College of Business Administration 

College of Business Administration 

代替書体／Windows対応
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標準余白スペース規定A-11 Logo Spacing / Protective Zone 

基準値 A

0.3A

0.3A

0.3A 0.3A

A0.3A 0.3A
0.3A

0.3A

A
0.3A

0.3A

0.3A 0.3A

A
0.3A

0.3A

0.3A 0.3A

A
0.3A

0.3A

0.3A 0.3A

A
0.3A

0.3A

0.3A 0.3A

YNUロゴの識別性を高め、より効果的に訴求するために、ロゴの周囲に余白規定を設けています。

この余白内には、他のグラフィック要素を表示することはできません。（以下例）
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表示禁止例A-12 Unacceptable Usage

背景と充分なコントラストが
得られない表示はしないでください

複雑な背景上に
配置しないでください

学校名をロゴ以外の書体で
表示しないでください

学校名の大きさや位置を変えるなど、
規定にない組合せで
表示しないでください

長体・平体・斜体など、
あらゆる変形をしないでください

部分的に色を変える、
グラデーションを使用するなど

規定以外の色や濃度で表示しないでください

縁くくりなどの
加工表現をしないでください

丸囲みなど
他の要素を加えないでください

VIシステムには一貫した統一感が欠かせません

VIシステムは、大学のめざす姿を視覚化し、見た目の統一感を表現していきます。

YNUイメージの形成と浸透を促進するために、一貫性と繰り返しが大切です。

運用にあたっては、イメージを損なうことがないようガイドラインに沿って使用してください。
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